
国
定
教
科
書
に
お
け
る
「
国
民
的
伝
説
」
と
し
て
の
風
土
記

一
一

は
じ
め
に

地
誌
資
料
と
し
て
風
土
記
は
、『
続
日
本
紀
』
元
明
天
皇
、和
銅
六
年
（
七
一
三
）

五
月
条
の
要
請
に
応
じ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
主
に
地
勢
把
握
と
徴
税
の

目
的
か
ら
土
地
の
面
積
や
土
質
、
特
産
物
の
類
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
風
土

記
編
纂
の
後
、
旅
行
記
や
名
勝
記
、
節
用
集
を
除
け
ば
、
地
誌
な
い
し
地
理
書
は
、

官
撰
・
私
撰
を
問
わ
ず
、
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
書
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
藩
村
地
誌
、
国
誌
が
爆
発
的
に
刊
行
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
傾

向
は
、
明
治
維
新
に
至
っ
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
一
八
七
二
年
の

ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
で
の
伊
能
地
図
の
出
品
に
併
せ
、
日
本
国
郡
の
略
誌
が
添

え
ら
れ
た
。
こ
れ
を
基
に
し
て
一
八
七
五
〜
一
八
七
七
年
に
『
日
本
地
誌
提
要
』

が
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
は
、
官
撰
と
い
う
点
に
お
い
て
和
銅
の
風
土
記
に
次
ぐ
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
各
方
面
か
ら
地
誌
編
纂
の
計
画
が
出
さ
れ
、
文
部
省
は
、

地
理
誌
略
の
編
纂
を
一
八
七
二
年
一
月
に
通
達
し
、
陸
軍
省
は
、
全
国
地
理
図
誌

の
編
纂
を
一
八
七
二
年
四
月
に
通
達
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
大
規
模
な
国
家
事

業
と
し
て
の
企
画
は
、
一
八
七
五
年
の
皇
国
地
誌
編
纂
の
通
達
で
あ
っ
た
。
編
纂

は
、
内
務
省
地
理
局
の
桜
井
勉
に
よ
っ
て
精
力
的
に
進
め
ら
れ
た
が
、
桜
井
局
長

の
転
任
も
あ
り
、
一
八
九
〇
年
に
地
理
課
が
帝
国
大
学
史
誌
編
纂
掛
に
移
り
、
皇

国
地
誌
は
完
成
し
な
か
っ
た
。
皇
国
地
誌
編
纂
は
「
古
風
土
記
や
江
戸
時
代
幕
藩

大
名
と
同
様
の
思
想
的
背
景
、
す
な
わ
ち
統
治
者
意
識
に
よ
る
地
誌
編
述
の
必
要

か
ら（
1
）」
企
画
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近
代
日
本
に
お
け
る
地
誌

編
纂
事
業
の
目
的
と
い
っ
た
点
か
ら
は
、
風
土
記
お
よ
び
江
戸
時
代
に
お
け
る
国

土
の
掌
握
を
目
的
と
し
た
地
誌
編
纂
の
系
譜
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
一
方
で
、
皇
国
地
誌
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
従
来
の
地
誌
と
異
な
る
点
と

し
て
は
、
文
芸
の
除
外
が
挙
げ
ら
れ
る
。
風
土
記
お
よ
び
江
戸
時
代
の
地
誌
に
お

い
て
は
、
詩
歌
諷
詠
に
よ
る
そ
の
土
地
の
自
然
物
に
つ
い
て
詳
説
し
、
文
芸
性
を

一
要
素
と
し
た
。
し
か
し
、
皇
国
地
誌
の
前
提
と
言
え
る
日
本
地
誌
提
要
の
凡
例

に
は
、「
山
河
・
湖
沼
・
原
野
・
港
湾
等
、
州
中
最
著
ノ
者
ヲ
挙
ゲ
、
名
人
題
詠

ヲ
以
テ
聞
ユ
ル
者
ノ
如
キ
ハ
、
之
ヲ
略
ス
」
と
文
芸
的
要
素
が
除
外
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
傾
向
は
「
自
然
科
学
の
態
度
か
ら
は
一
つ
の
進
歩
で
あ
り
、
今
日
の
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
地
理
書
の
倣
う
と
こ
ろ
で
あ
る（
2
）」
と
し
て
、
地
誌
記
述
の
進

歩
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
和
銅
の
風
土
記
お
よ
び
江
戸
時
代
の
地
誌
に
お
け

国
定
教
科
書
に
お
け
る
「
国
民
的
伝
説
」
と
し
て
の
風
土
記

　
　

―
尋
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小
学
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本
「
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に
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一
二

る
文
芸
性
が
明
治
期
の
地
誌
編
纂
に
お
い
て
は
棄
て
ら
れ
た
反
面
、
そ
の
文
芸
性

が
地
名
辞
書
に
認
め
ら
れ
る
。
吉
田
東
伍
著
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
は
、
辞
書
と

題
さ
れ
る
が
、
内
容
と
し
て
は
、
吉
田
東
伍
に
よ
る
序
言
に
「
本
書
は
地
誌
に
し

て
、
其
名
辞
の
索
引
に
便
利
な
る
体
裁
を
取
り
た
り
、
即
、
地
名
辞
書
と
い
ふ
。」

と
あ
る
よ
う
に
、
地
名
を
検
索
し
や
す
い
体
裁
を
と
っ
た
た
め
地
名
辞
書
と
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
大
日
本
地
名
辞
書
』
が
文
学
的
側
面
を
有
し
て
い
る

点
に
つ
い
て
、
首
巻
付
載
の
坪
内
逍
遥
の
題
言
に
「
予
は
自
家
の
経
験
上
よ
り
、

此
書
が
地
名
辞
書
と
し
て
の
実
用
以
外
に
、
歴
史
及
び
文
学
の
饒
多
な
る
趣
味
を

具
へ
た
る
を
信
じ
、
之
を
以
て
座
右
の
愛
読
書
中
に
加
ふ
べ
き
第
一
の
書
に
推
奨

せ
ん
と
欲
す
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
文
学
的
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
で

本
稿
で
は
、
明
治
期
の
初
等
教
育
に
お
い
て
風
土
記
が
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
た

な
か
で
地
誌
で
あ
る
風
土
記
の
文
学
的
側
面
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
い
。
風
土
記
と
明
治
期
の
初
等
教
育
と
の
接
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
、
地
誌
資
料
と
し
て
の
風
土
記
が
近
代
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
時
代
的
要

請
の
も
と
、
国
家
戦
略
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

た
の
か
解
明
す
る
う
え
で
看
過
で
き
な
い
。
日
本
に
お
け
る
地
誌
資
料
を
文
学
史

上
に
位
置
付
け
る
試
み
の
一
端
と
し
て
、
政
治
・
社
会
と
風
土
記
と
が
交
わ
る
場

の
一
つ
で
あ
る
明
治
期
の
国
定
教
科
書
『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
教

材
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

一
．『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」

一
九
一
〇
〜
一
九
一
七
年
使
用
の
第
二
期
国
定
教
科
書
『
尋
常
小
学
読
本
』
巻

二
、
十
四
「
モ
チ
ノ
マ
ト
」（
図
一
）
を
次
に
引
用
す
る
。
教
材
は
『
日
本
教
科

書
大
系 

近
代
編
』（
講
談
社
）
に
よ
っ
た
。

ム
カ
シ　

ア
ル　

ト
コ
ロ　

ニ
、
タ　

ヤ　

ハ
タ
ケ　

ヲ　

タ
ク
サ
ン　

モ

ツ
テ　

ヰ
タ　

人　

ガ　

ア
リ
マ
シ
タ
。
ユ
ミ　

ヲ　

イ
ル　

コ
ト　

ガ　

ス
キ　

デ
、
ト
リ　

ヤ　

ケ
モ
ノ　

ヲ　

イ
コ
ロ
シ
テ
、
オ
モ
シ
ロ
ガ
ツ
テ　

ヰ
マ
シ
タ
。ア
ル
日　

ト
モ
ダ
チ　

ニ　

ユ
ミ　

ノ　

ジ
マ
ン　

ヲ　

シ
テ
、

「
カ
ガ
ミ
モ
チ　

ヲ　

マ
ト　

ニ　

シ
テ
、
イ
テ　

ミ
マ
セ
ウ　

カ
。」
ト　

イ
ヒ
マ
シ
タ
。
ト
モ
ダ
チ　

ハ　
「
モ
チ　

ハ　

タ
イ
セ
ツ
ナ　

オ
米　

デ　

コ
シ
ラ
ヘ
タ　

モ
ノ　

デ
ス　

カ
ラ
、
イ
テ　

ハ　

イ
ケ
マ
セ
ン
。」
ト
、

ト
メ
マ
シ
タ　

ガ
、
キ
カ
ナ
イ
デ　

イ
マ
シ
タ
。
ヤ　

ハ　

ウ
マ
ク　

ア
タ

リ
マ
シ
タ
。
ア
タ
ル　

ト
、
モ
チ　

ハ　

白
イ　

ト
リ　

ニ　

ナ
ツ
テ
、　

パ
ツ
ト　

ト
ン
デ　

イ
キ
マ
シ
タ
。

ソ
レ　

カ
ラ　

コ
ノ　

人　

ノ　

タ　

ニ
ハ
、
オ
米　

ガ　

ス
コ
シ
モ　

デ

キ
ナ
ク　

ナ
ツ
タ　

ト　

イ
ヒ
マ
ス
。

尋
常
小
学
第
一
学
年
を
対
象
と
し
、
教
材
の
配
列
と
し
て
は
、
十
三
「
カ
ガ
ミ

モ
チ
」
に
続
く
教
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
冬
期
に
お
け
る
実
施
が
想
定
さ
れ
る
。

文
部
省
が
国
定
教
科
書
の
編
集
の
主
旨
に
つ
い
て
一
般
に
公
示
し
た
「
明
治

四
十
三
年
度
以
降
使
用
、
尋
常
小
学
読
本
編
纂
趣
意
書
」（
以
下
、
編
纂
趣
意
書
）

は
、「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
の
典
拠
と
し
て
「
山
城
風
土
記
伊
奈
利
社
及
ビ
豊
後
球
珠

郡
古
伝
説
ニ
拠
ル
」
を
挙
げ
る
。
次
に
『
山
城
国
風
土
記
』
伊
奈
利
社
条（
4
）を

引
用
す
る
。



国
定
教
科
書
に
お
け
る
「
国
民
的
伝
説
」
と
し
て
の
風
土
記

一
三

風
土
記
云
。
称
二
伊
奈
利
一
者
。
秦
中
家
忌
寸
等
遠
祖
伊
侶
具
秦
公
。
積
二
稲

粱
一
有
二
富
裕
一
。
乃
用
レ
餅
為
レ
的
者
。
化
成
二
白
鳥
一
飛
翔
居
二
山
峯
一
生
レ
子
。

遂
為
レ
社
。
其
苗
裔
悔
二
先
過
一
。
而
抜
二
社
之
木
二
一
殖
レ
家
。
祷
祭
也
。

編
纂
趣
意
書
の
指
す
「
豊
後
球
珠
郡
古
伝
説
」
が
何
を
指
す
の
か
は
明
確
で
は

な
い
が
、
次
に
引
用
す
る
『
塵
袋
』「
餅
福
」
に
「
球
珠
郡
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

編
纂
趣
意
書
は
『
塵
袋
』「
餅
福
」（
以
下
、「
餅
福
」）
を
指
し
て
「
豊
後
球
珠
郡

古
伝
説
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

年
始
ニ
ハ
人
コ
ト
餅
ヲ
賞
翫
ス
ル
ハ
何
ニ
ノ
心
カ
ア
ル
。
餅
ハ
福
ノ
モ
ノ
ナ

レ
ハ
祝
ニ
用
フ
ル
歟
。
昔
シ
、
豊
後
ノ
国
球
珠
ノ
郡
ニ
ヒ
ロ
キ
野
ノ
ア
ル
所

ニ
、
大
分
ノ
郡
ニ
ス
ム
人
、
ソ
ノ
野
ニ
キ
タ
リ
テ
、
家
ツ
ク
リ
、
田
ツ
ク
リ

テ
ス
ミ
ケ
リ
。
ア
リ
ツ
キ
テ
家
ト
ミ
、
タ
ノ
シ
カ
リ
ケ
リ
。
酒
ノ
ミ
ア
ソ
ヒ

ケ
ル
ニ
、
ト
リ
ア
ヘ
ス
弓
ヲ
イ
ケ
ル
ニ
、
マ
ト
ノ
ナ
カ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
、
餅
ヲ

ク
ヽ
リ
テ
、
的
ニ
シ
テ
イ
ケ
ル
ホ
ト
ニ
、
ソ
ノ
餅
白
キ
鳥
ニ
ナ
リ
テ
ト
ヒ
サ

図
一　
『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
一
九
一
三
年
十
二
月
翻
刻
発
行（
3
）
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一
四

リ
ニ
ケ
リ
。
ソ
レ
ヨ
リ
後
チ
、
次
第
ニ
オ
ト
ロ
ヘ
テ
、
マ
ト
ヒ
ウ
セ
ニ
ケ
リ
。

ア
ト
ハ
ム
ナ
シ
キ
野
ニ
ナ
リ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
天
平
年
中
ニ
速
見
ノ
郡
ニ
ス
ミ

ケ
ル
訓
迩
ト
云
ケ
ル
人
、
サ
シ
モ
ヨ
ク
、
ニ
キ
ワ
ヒ
タ
リ
シ
所
ノ
ア
セ
ニ
ケ

ル
ヲ
、
ア
タ
ラ
シ
ト
ヤ
思
ヒ
ケ
ン
、
又
コ
ヽ
ニ
ワ
タ
リ
テ
田
ヲ
ツ
ク
リ
タ
リ

ケ
ル
ホ
ト
ニ
、
ソ
ノ
苗
ミ
ナ
カ
レ
ウ
セ
ケ
レ
ハ
、
オ
ト
ロ
キ
、
ヲ
ソ
レ
テ
、

又
モ
ツ
ク
ラ
ス
、
ス
テ
ニ
ケ
リ
ト
云
ヘ
ル
事
ア
リ
。
餅
ハ
福
ノ
源
ナ
レ
ハ
福

神
サ
リ
ニ
ケ
ル
故
ニ
オ
ト
ロ
ヘ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
。

『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
と
『
山
城
国
風
土
記
』
伊
奈
利
社
条
お
よ

び
「
餅
福
」
と
を
比
較
す
る
と
、
餅
を
的
に
し
て
射
る
と
餅
が
白
鳥
に
変
化
し
飛

翔
し
た
と
い
う
こ
と
は
共
通
す
る
も
の
の
、
白
鳥
の
去
っ
た
後
に
耕
作
に
適
さ
な

い
土
地
へ
の
変
化
を
記
す
点
は
「
餅
福
」
と
の
み
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
餅
を
的

に
す
る
点
、
餅
か
ら
白
鳥
へ
の
変
化
と
飛
翔
、
耕
作
不
適
当
な
土
地
へ
の
変
化
を

記
す
点
は
次
の
『
豊
後
国
風
土
記
』
速
見
郡
田
野
条
と
も
共
通
す
る
内
容
で
あ
る
。

田
野
。
郡
の
西
南
の
か
た
に
あ
り
。
こ
の
野
は
広
大
く
、土
地
沃
腴
え
た
り
。
開
墾
の
便
、

こ
の
土
に
比
ふ
も
の
な
し
。
昔
者
、
郡
内
の
百
姓
、
こ
の
野
に
居
み
て
、
多

く
水
田
を
開
き
し
に
、
糧
に
余
り
て
畝
に
宿
め
、
大
く
已
が
富
に
奢
り
て
、

餅
を
作
ち
て
的
と
為
し
き
。
時
に
、
餅
、
白
鳥
と
化
り
て
、
発
ち
て
南
へ
飛

び
き
。
当
年
の
間
に
、
百
姓
死
に
絶
え
て
、
水
田
を
造
ら
ず
、
遂
に
荒
れ
廃

て
た
り
。
時
よ
り
以
降
、
水
田
に
宜
し
か
ら
ず
。
今
田
野
と
謂
ふ
、
そ
の
縁

な
り
。

し
か
し
な
が
ら
、『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
に
の
み
「
ア
ル　

ト
コ

ロ　

ニ
」
と
不
特
定
の
場
所
と
さ
れ
、「
ユ
ミ　

ヲ　

イ
ル　

コ
ト　

ガ　

ス
キ　

デ
、ト
リ　

ヤ　

ケ
モ
ノ　

ヲ　

イ
コ
ロ
シ
テ
、オ
モ
シ
ロ
ガ
ツ
テ　

ヰ
マ
シ
タ
。」

と
弓
を
射
る
こ
と
の
享
楽
性
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
餅
を
的
に
し
て
射
る
理

由
は
「
ア
ル
日　

ト
モ
ダ
チ　

ニ　

ユ
ミ　

ノ　

ジ
マ
ン　

ヲ　

シ
テ
」
と
さ
れ
、

そ
の
友
達
が
「
モ
チ　

ハ　

タ
イ
セ
ツ
ナ　

オ
米　

デ　

コ
シ
ラ
ヘ
タ　

モ
ノ　

デ
ス　

カ
ラ
、
イ
テ　

ハ　

イ
ケ
マ
セ
ン
。」
と
言
っ
て
止
め
る
の
も
聞
き
入
れ

ず
射
た
と
記
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
の
描
写
の
あ
り
方
は
、
た

と
え
ば
当
時
、
一
九
一
三
年
刊
、
巌
谷
小
波
編
の
風
土
記
を
含
む
説
話
集
成
で
あ

る
『
東
洋
口
碑
大
全
』
に
載
る
次
の
速
見
郡
田
野
条
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

昔
し
或
る
所
に
広
い
野
原
が
あ
つ
て
、
土
地
は
至
つ
て
よ
く
肥
え
、
穀
物
を

作
る
に
都
合
が
よ
か
つ
た
の
で
、
土
地
の
百
姓
は
、
此
の
野
に
水
田
を
開
き
、

盛
ん
に
米
を
穫
つ
て
居
た
。
か
う
云
ふ
風
に
、
米
は
い
く
ら
で
も
穫
ら
れ
る

の
で
、
だ
ん
〱
奢
り
の
風
が
萌
し
、
或
る
時
餅
を
作
つ
て
的
と
す
る
と
、
其

餅
が
一
羽
の
白
鳥
と
な
つ
て
、
南
の
方
へ
飛
ん
で
行
つ
た
。
所
が
其
年
の
内

に
、
土
地
の
百
姓
は
、
一
人
も
残
ら
ず
死
に
絶
え
て
し
ま
つ
て
、
最
早
や
水

田
の
作
り
手
も
な
く
、
空
し
く
荒
れ
果
て
ゝ
し
ま
つ
た
の
で
、
今
は
田
野
と

呼
ば
れ
て
居
る
ば
か
り
で
あ
る
。

た
だ
し
、『
東
洋
口
碑
大
全
』
の
典
拠
は
『
塵
袋
』「
餅
福
」
で
は
な
く
、『
豊

後
国
風
土
記
』
速
見
郡
田
野
条
で
あ
る
。『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
に

お
け
る
風
土
記
再
話
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
に
、
ま
ず
国
定
教
科
書
の
編
集



国
定
教
科
書
に
お
け
る
「
国
民
的
伝
説
」
と
し
て
の
風
土
記

一
五

に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
編
纂
趣
意
書
の
第
一
章
緒
言
に
は
、
編
纂
委
員
を
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

国
語
読
本
の
編
纂
は
本
会
第
三
部
の
手
に
移
れ
り
。
第
三
部
に
於
て
起
草
委

員
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
は
委
員
文
学
博
士
芳
賀
矢
一
・
委
員
乙
竹
岩
造
・
委
員

三
土
忠
造
の
三
名
に
し
て
、
外
に
高
野
辰
之
は
起
草
委
員
補
助
と
し
て
（
後

略
）

起
草
委
員
補
助
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
高
野
辰
之
は
、
一
九
〇
三
年
第
一
期
国
定

教
科
書
で
あ
る
『
尋
常
小
学
読
本
』
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。私

ど
も
は
二
十
五
六
と
い
ふ
少
壮
時
代
に
国
語
読
本
編
纂
委
員
と
い
ふ
名
目

で
文
部
省
の
役
人
と
な
つ
た
。当
時
は
今
の
や
う
に
国
定
制
度
で
な
か
つ
た
。

さ
う
し
て
文
部
省
の
図
書
課
で
も
一
種
を
編
纂
し
て
、
民
間
の
も
の
と
共
立

さ
せ
よ
う
と
い
ふ
趣
意
で
、
今
の
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
長
吉
岡
郷
甫
君

と
、
笠
原
蓑
二
君
と
私
と
が
執
筆
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

所
が
国
定
に
す
る
必
要
が
突
発
し
て
、
私
ど
も
は
尋
常
小
学
用
八
冊
高
等
小

学
用
八
冊
を
三
四
箇
月
間
に
編
纂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た（
5
）。

そ
れ
に
続
い
て
第
二
期
国
定
教
科
書
『
尋
常
小
学
読
本
』
の
編
纂
の
経
緯
を
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

次
い
で
改
正
仮
名
遣
の
下
に
編
纂
を
命
ぜ
ら
れ
て
、
吉
岡
君
と
私
と
で
十
冊

ば
か
り
脱
稿
し
た
。
こ
れ
は
よ
く
出
来
た
。
然
る
に
仮
名
遣
の
改
正
が
朝
野

の
議
論
と
な
り
、
教
科
書
用
図
書
の
重
大
性
が
認
識
せ
ら
れ
、
膨
大
な
教
科

用
図
書
調
査
委
員
会
な
る
も
の
が
組
織
さ
れ
て
、
貴
衆
両
院
議
員
や
陸
海
軍

の
代
表
者
や
大
学
教
授
連
が
ず
ら
り
と
顔
を
並
べ
、
文
部
省
の
役
人
も
加
は

る
と
い
つ
た
や
う
な
人
選
で
、
此
の
会
で
編
纂
を
す
る
と
い
ふ
特
異
な
機
関

が
設
け
ら
れ
た
。（
中
略
）
第
三
部
は
国
語
で
、
部
長
は
井
上
先
生
﹇
井
上

哲
次
郎
（
筆
者
注
）﹈
で
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
国
語
読
本
の
編
纂
は
故
芳
賀

矢
一
先
生
と
今
の
三
士
鐡
道
大
臣
と
乙
竹
岩
造
君
と
が
執
筆
と
い
ふ
事
に
な

つ
て
、私
は
補
助
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
吉
岡
君
は
督
学
官
に
転
じ
て
い
た
。

私
ど
も
の
作
つ
て
お
い
た
原
稿
に
古
典
味
を
増
大
し
て
、
古
説
話
を
多
く
し

た
の
が
改
正
読
本
と
な
つ
て
世
に
出
た（
6
）。

『
尋
常
小
学
読
本
』
の
原
案
が
高
野
辰
之
お
よ
び
吉
岡
郷
甫
に
よ
っ
て
編
纂
さ

れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」

の
原
話
を
探
る
に
あ
た
っ
て
注
意
さ
れ
る
の
が
高
野
辰
之
・
吉
岡
郷
甫
共
著
の『
家

庭
お
伽
話
』（
春
陽
堂
）
で
あ
る
。
一
九
〇
七
年
に
第
一
篇
が
発
行
さ
れ
、
最
終

篇
は
一
九
一
〇
年
第
五
十
篇
で
、
毎
月
発
行
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
の
第

二
十
五
篇
（
臨
時
増
刊
、
一
九
〇
九
年
一
月
発
行
）
の
附
録
に
高
野
辰
之
著
と
し

て
「
餅
の
的
」
が
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
長
文
に
な
る
が
、『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ

チ
ノ
マ
ト
」
の
原
典
を
検
討
す
る
う
え
で
有
益
で
あ
る
の
で
引
用
す
る
。

菟
名
手
の
死
後
わ
又
別
な
人
が
来
て
此
の
国
を
治
め
ま
し
た
が
、
子
や
孫
わ



衛　

藤　

恵
理
香

一
六

長
く
此
の
地
に
住
み
ま
し
た
。
所
が
始
む
る
わ
易
く
守
る
は
難
し
で
、
五
代

六
代
あ
た
り
迄
わ
菟
名
手
の
遺
志
を
嗣
い
で
、
驕
ら
ず
た
か
ぶ
ら
ず
に
や
つ

て
参
り
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
に
無
法
者
が
出
て
参
り
ま
し
た
。
ご
く
殺
生

好
で
毎
日
野
山
で
狩
を
致
し
、
帰
れ
ば
直
に
酒
宴
を
開
い
て
、
今
日
は
兎
を

六
匹
射
た
、
昨
日
わ
鹿
を
四
頭
射
た
な
ど
と
、
手
柄
話
を
は
じ
め
ま
す
。
そ

し
て
酒
が
廻
る
と
無
闇
に
気
が
荒
く
な
つ
て
、
自
慢
の
強
弓
に
弦
を
張
り
、

手
当
り
次
第
の
物
を
的
に
致
し
て
射
出
し
ま
す
。
あ
ぶ
な
く
て
近
寄
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
意
見
で
も
し
よ
う
も
の
な
ら
、
あ
ば
れ
て
器
物
わ

投
げ
る
、
戸
障
子
わ
踏
み
折
る
、
手
の
つ
け
様
が
あ
り
ま
せ
ん
。
酔
が
さ
め

て
か
ら
諫
め
れ
ば
、

「
な
ん
だ
と
、
お
れ
の
家
お
れ
の
物
を
、
お
れ
が
こ
わ
す
の
に
、
い
ら
ぬ

お
世
話
だ
。
意
見
く
さ
い
こ
と
わ
し
て
貰
う
ま
い
。」

と
て
ん
で
耳
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。
如
何
な
長
者
で
も
金
持
で
も
、
こ
う
い

う
主
人
が
出
て
来
て
わ
、
行
末
が
思
い
や
ら
れ
る
で
わ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
家

の
者
わ
固
よ
り
親
類
縁
者
わ
く
り
か
え
し
〱
諫
め
ま
す
。
け
れ
ど
も
少
し
も

用
い
ま
せ
ん
。
年
中
外
で
わ
狩
を
致
し
家
で
わ
酒
び
た
り
に
な
つ
て
、
あ
ば

れ
廻
つ
て
く
ら
し
ま
す
。

或
年
の
お
正
月
の
こ
と
、
相
替
ら
ず
酔
つ
て
、
弓
を
射
出
し
ま
し
た
が
、

鍋
蓋
と
い
わ
ず
、
盆
と
い
わ
ず
、
的
に
な
り
そ
う
な
円
い
物
わ
み
ん
な
射
破

つ
て
、
し
ま
い
に
わ
妻
の
鏡
迄
取
り
出
し
て
射
ま
し
た
。
ま
だ
何
か
あ
る
ま

い
か
と
家
の
中
を
見
ま
わ
し
て
神
棚
か
ら
お
供
え
の
餅
を
下
ろ
し
ま
す
。
妻

わ
驚
い
て
、

「
ま
あ
、
何
を
な
さ
い
ま
す
、
お
供
え
だ
け
ど
う
ぞ
。」

と
止
め
ま
す
と
、

「
な
ん
だ
、
こ
れ
を
的
に
し
て
わ
悪
い
の
か
。」

「
わ
る
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
供
え
わ
大
切
な
お
米
で
こ
し
ら
え
た
物
で
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
御
先
祖
様
か
ら
の
仕
来
り
で
、
こ
れ
に
わ
福
の
神
様
が

お
宿
り
に
な
る
と
伝
え
て
居
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
だ
ま
れ
、
う
る
さ
い
。
福
の
神
わ
何
だ
。
銭
金
わ
持
ち
あ
き
た
。
ち
と

福
の
神
に
出
て
貰
お
う
わ
さ
。」

と
止
め
る
妻
を
蹴
倒
し
て
お
供
え
を
的
に
か
け
、
弓
を
満
月
の
如
く
に
ひ
き

し
ぼ
つ
て
射
は
な
し
ま
し
た
。
矢
わ
誤
た
ず
中
つ
た
よ
と
見
れ
ば
、
お
供
え

の
餅
わ
忽
ち
白
い
鳥
に
変
つ
て
此
の
家
を
あ
と
に
飛
び
起
つ
て
行
き
ま
し

た
。白

い
鳥
わ
此
の
家
の
福
の
神
様
で
あ
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
よ
う（
マ
マ
）此
の
年

か
ら
此
の
家
の
田
で
わ
少
し
も
稲
が
実
ら
な
い
様
に
な
つ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
急
に
衰
え
か
け
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
恐
ろ
し
い
も
の
で

わ
あ
り
ま
せ
ん
か
、
幾
代
か
続
い
た
大
福
長
者
の
家
も
四
五
年
の
間
に
滅
び

て
し
ま
つ
た
と
申
し
ま
す
。

典
拠
は
明
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、『
豊
後
国
風
土
記
』
速
見
郡
田
野
条
を
元
に

す
る
と
と
も
に
、『
塵
袋
』「
餅
福
」
を
参
照
し
て
書
か
れ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

『
家
庭
お
伽
話
』「
餅
の
的
」
と
『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
と
を
比
較

す
る
と
（
末
尾
の
比
較
表
を
参
照
さ
れ
た
い
）、『
家
庭
お
伽
話
』「
餅
の
的
」
で
「
ご

く
殺
生
好
で
毎
日
野
山
で
狩
を
致
し
」
と
弓
を
射
る
こ
と
の
享
楽
性
を
記
す
こ
と

と
、
餅
を
射
る
こ
と
を
止
め
る
妻
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
（『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ



国
定
教
科
書
に
お
け
る
「
国
民
的
伝
説
」
と
し
て
の
風
土
記

一
七

チ
ノ
マ
ト
」
で
は
友
達
）
が
共
通
す
る
。
そ
し
て
、「
お
供
え
わ
大
切
な
お
米
で

こ
し
ら
え
た
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。」（『
家
庭
お
伽
話
』「
餅
の
的
」）
と
「
モ
チ　

ハ　

タ
イ
セ
ツ
ナ　

オ
米　

デ　

コ
シ
ラ
ヘ
タ　

モ
ノ　

デ
ス　

カ
ラ
、
イ
テ　

ハ　

イ
ケ
マ
セ
ン
。」（『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」）
と
米
の
大
切
さ
を

説
く
と
と
も
に
「
矢
わ
誤
た
ず
中
つ
た
よ
」（『
家
庭
お
伽
話
』「
餅
の
的
」）
と
「
ヤ　

ハ　

ウ
マ
ク　

ア
タ
リ
マ
シ
タ
」（『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」）
と
、
矢

の
命
中
を
明
記
す
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
全
て
『
豊
後
国
風

土
記
』
速
見
郡
田
野
条
お
よ
び
『
塵
袋
』「
餅
福
」
に
は
見
ら
れ
な
い
記
述
で
あ

る
こ
と
か
ら
、『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
は
『
家
庭
お
伽
話
」「
餅
の
的
」

を
原
話
と
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」は
、

そ
の
教
科
書
編
纂
者
の
影
響
が
大
き
く
顕
れ
た
結
果
、『
山
城
国
風
土
記
』
伊
奈

利
社
条
や
『
豊
後
国
風
土
記
』
速
見
郡
田
野
条
、『
塵
袋
』「
餅
福
」
を
典
拠
と
す

る
よ
り
は
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
作
品
の
再
話
と
言
え
る
『
家
庭
お
伽
話
』「
餅
の
的
」

を
改
変
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」

に
の
み
見
え
る
記
述
が
、
冒
頭
「
ム
カ
シ　

ア
ル　

ト
コ
ロ　

ニ
」
の
「
ア
ル　

ト
コ
ロ
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
地
誌
資
料
と
し
て
の
風
土
記
は
、
主
と
し
て
地

勢
把
握
と
徴
税
の
目
的
か
ら
土
地
の
面
積
や
土
質
、
特
産
物
の
類
お
よ
び
地
名
の

起
源
説
話
が
記
述
さ
れ
る
。『
豊
後
国
風
土
記
』速
見
郡
田
野
条
は
も
と
よ
り
、『
塵

袋
』「
餅
福
」、
さ
ら
に
『
家
庭
お
伽
話
』「
餅
の
的
」
に
お
い
て
も
地
名
が
記
さ

れ
る
こ
と
で
地
誌
と
し
て
の
機
能
は
保
持
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、『
尋
常
小
学

読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
に
お
い
て
の
み
「
ア
ル　

ト
コ
ロ
」
と
さ
れ
、
地
名
が

記
さ
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
教
授
書
（
教
授
書
に
つ
い
て
は
後
述
）
は
、
注

意
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
ム
カ
シ
」
は
今
か
ら
ず
つ
と
前
の
こ
と
で
あ
つ
て
、
何
年
前
な
ど
は
つ
き

り
と
い
は
な
い
で
、ぼ
ん
や
り
い
つ
た
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

「
ア
ル
ト
コ
ロ
」
の
「
ア
ル
」
も
何
処
と
は
つ
き
り
指
さ
な
い
、
ぼ
ん
や
り

い
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」に
お
い
て
、地
名
を
記
さ
な
か
っ

た
こ
と
は
、
自
覚
的
に
用
い
ら
れ
た
方
法
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
地
名
が

削
除
さ
れ
た
と
き
、風
土
記
の
地
誌
資
料
と
し
て
の
機
能
は
失
わ
れ
た
と
言
え
る
。

地
誌
で
あ
る
風
土
記
の
中
心
的
機
能
と
も
言
う
べ
き
地
名
を
削
除
し
て
ま
で
教
材

と
し
て
採
用
し
た
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
ね
ら
い
が
あ
っ
た
の
か
。
第
二
期
の

国
定
教
科
書
の
編
纂
過
程
を
通
し
て
検
討
を
進
め
る
。

二
．「
国
民
的
童
話
・
伝
説
」
の
採
用

ま
ず
は
、
昔
話
と
伝
説
と
の
相
違
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
十
九
世
紀
初
頭
に

ド
イ
ツ
の
グ
リ
ム
兄
弟
は
、も
っ
と
も
早
く
昔
話
（M

ärchen

）
と
伝
説
（Sage

）

と
の
対
比
に
つ
い
て
、「
昔
話
は
詩
的
で
あ
り
、
伝
説
は
歴
史
的
で
あ
る
」
と
説

い
た
。
我
が
国
に
お
け
る
早
い
指
摘
は
、
上
田
敏
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
は
じ
め

てF
olklore

を
「
俗
説
学
」
と
訳
す
と
と
も
に
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る（
7
）。

而
し
て
残
余
の
古
伝
、
神
話
、
お
伽
噺
中
、
前
の
二
者
は
殆
ど
同
一
で
あ
る
。

お
伽
噺
と
こ
れ
ら
二
者
の
区
別
如
何
と
い
ふ
に
、
古
伝
神
話
に
現
は
れ
る
神

明
、
英
雄
等
は
、
一
定
の
名
称
を
有
ち
、
多
く
は
一
定
の
土
地
に
関
係
し
て
、
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八

嘗
つ
て
実
際
こ
の
世
に
存
在
し
て
ゐ
た
と
し
て
あ
る
。
之
に
反
し
て
、
お
伽

噺
の
世
界
は
す
べ
て
漠
と
し
て
ゐ
る
。
今
は
昔
と
か
、
昔
々
あ
つ
た
と
さ
と

か
い
ふ
ば
か
り
、
人
物
の
名
も
多
く
定
ま
つ
て
ゐ
ず
、
何
処
と
も
誰
と
も
、

全
く
当
が
な
い
。

昔
話
と
伝
説
と
の
相
違
に
つ
い
て
、
空
間
お
よ
び
時
間
へ
の
依
存
性
な
い
し
は

定
着
性
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
国
定
教
科
書
の
編
纂
者
で
あ
っ
た
高
野
辰
之

は
、
第
三
期
国
定
教
科
書
編
纂
上
の
教
材
の
選
択
に
つ
い
て
、
昔
話
と
伝
説
と
の

相
違
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（
8
）。

国
民
性
涵
養
の
方
の
部
と
し
て
は
、
歴
史
的
教
材
と
し
て
「
昔
話
」「
伝
説
」

「
史
譚
」
が
あ
る
、
昔
話
は
先
祖
よ
り
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
に
は

固
有
名
詞
が
な
い
。
即
ち
時
と
場
所
と
が
な
い
が
、
伝
説
は
同
じ
く
祖
先
伝

来
の
も
の
で
は
あ
る
が
固
有
名
詞
の
下
に
時
と
場
所
が
あ
る
、
史
譚
は
歴
史

上
人
物
の
言
行
か
ら
取
つ
た
も
の
で
、
国
民
性
涵
養
に
は
主
と
し
て
以
上
の

三
つ
に
求
め
次
は
（
後
略
）

昔
話
は
時
や
場
所
、
固
有
名
詞
を
も
た
ず
、
伝
説
は
、
一
定
の
時
と
場
所
お
よ

び
固
有
名
詞
を
有
す
る
も
の
と
定
め
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
高
野
は
、
第
三
期
国

定
教
科
書
『
尋
常
小
学
国
語
読
本
』
に
お
け
る
「
人
文
教
材
の
配
当
」
の
「
伝
説
」

の
項
で
「
種
々
あ
る
が
成
る
べ
く
児
童
に
共
鳴
す
る
も
の
を
と
思
ひ
餅
の
的
を
一

年
に
」
配
当
し
た
と
記
す（
9
）。「
餅
の
的
」
教
材
を
伝
説
に
分
類
し
、「
児
童
に

共
鳴
」
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
と
説
明
す
る
。
な
お
編
纂
趣
意
書
に
「
モ
チ
ノ

マ
ト
」
の
典
拠
と
し
て
「
豊
後
球
珠
郡
古
伝
説
」
と
あ
る
よ
う
に
「
伝
説
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
尋
常
小
学
国
語
読
本
』
に
お
け
る
餅
の
的
教
材
の
本

文
は
、「
ム
カ
シ　

ア
ル　

ト
コ
ロ
ニ
」
で
始
ま
り
、
人
物
の
名
前
も
記
さ
れ
て

い
な
い
。
教
材
と
し
て
は
時
や
場
所
、
固
有
名
詞
を
も
た
な
い
昔
話
に
分
類
さ
れ

る
は
ず
だ
が
、
高
野
が
こ
こ
で
伝
説
に
分
類
し
た
の
は
、
餅
の
的
の
典
拠
と
な
る

『
豊
後
国
風
土
記
』
速
見
郡
田
野
条
お
よ
び
『
塵
袋
』「
餅
福
」
が
地
名
を
有
す
る

こ
と
を
ふ
ま
え
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
元
来
、
地
名
を
有
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら

ず
、
そ
れ
が
削
除
さ
れ
た
要
因
は
次
の
一
九
〇
〇
年
八
月
二
十
一
日
改
正
の
小
学

校
令
施
行
規
則
（
第
一
章
教
科
及
編
制
・
第
一
節
教
則
・
第
三
条
）
に
求
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

国
語
ヲ
授
ク
ル
際
ニ
ハ
常
ニ
其
ノ
意
義
ヲ
明
瞭
ニ
シ
且
既
修
ノ
文
字
ヲ
以
テ

通
常
ノ
人
名
、
地
名
等
ニ
応
用
セ
シ
メ
単
語
、
短
句
、
短
文
ヲ
書
取
ラ
シ
メ

若
ハ
改
作
セ
シ
メ
テ
仮
名
及
語
句
ノ
用
法
ニ
習
熟
セ
シ
メ
ソ
コ
ト
ヲ
務
ム
ヘ

シ
（
傍
線
は
筆
者
）

教
材
「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
に
お
け
る
地
名
の
削
除
は
、
既
修
の
文
字
を
用
い
て
人

名
お
よ
び
地
名
に
応
用
す
る
と
い
う
施
行
規
則
に
お
け
る
学
習
の
順
序
に
合
致
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
第
二
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
の
編
纂
趣
意
書
に
は
、「
全

国
に
行
ふ
べ
き
国
定
読
本
と
し
て
、成
る
べ
く
各
地
方
に
普
通
な
る
事
項
を
選
び
」

（
第
四
章
・
材
料
一
）
と
普
遍
的
な
教
材
を
選
択
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

学
習
・
指
導
の
便
宜
上
、
地
名
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、

地
名
を
削
除
し
て
ま
で
、
な
ぜ
風
土
記
が
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な



国
定
教
科
書
に
お
け
る
「
国
民
的
伝
説
」
と
し
て
の
風
土
記

一
九

か
っ
た
の
か
が
改
め
て
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。
第
二
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
で
の

多
く
の
伝
説
や
昔
話
の
採
用
は
、
当
時
の
教
育
界
に
お
け
る
ヘ
ル
バ
ル
ト
主
義
の

教
授
理
論
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
一
八
八
八

年
、
ド
イ
ツ
か
ら
招
か
れ
た
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
が
帝
国
大
学
で
講
義
を
し
た
こ
と

に
は
じ
ま
り
、
こ
れ
を
受
講
し
た
谷
本
富
、
湯
原
元
一
ら
に
よ
っ
て
全
国
に
普
及

し
た
と
さ
れ
る
。
ヘ
ル
バ
ル
ト
主
義
の
教
授
理
論
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る
開
化

史
的
段
階
説
に
つ
い
て
菅
忠
道
は
、
簡
潔
に
次
の
よ
う
に
説
明
す
る（
10
）。

児
童
の
心
意
発
達
が
人
類
の
歴
史
的
発
達
と
同
一
順
序
に
進
む
と
い
う
考
え

に
も
と
づ
き
、
低
学
年
児
童
の
た
め
に
グ
リ
ム
童
話
を
ド
イ
ツ
の
国
民
性
を

現
わ
し
た
国
民
的
童
話
と
し
て
選
び
、
こ
れ
を
統
合
的
中
心
教
材
と
し
て
児

童
の
情
操
陶
冶
を
計
画
し
た
。

低
学
年
に
お
い
て
童
話
を
最
も
相
応
し
い
心
情
教
材
と
す
る
教
材
観
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
ヘ
ル
バ
ル
ト
主
義
の
教
育
思
想
が
「
道
徳
思
想
を
重
視
す
る
特
色
を

も
っ
て
い
た
の
で
、
教
育
勅
語
発
布
後
の
わ
が
国
の
教
育
に
は
都
合
の
よ
い
も

の（
11
）」
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
ヘ
ル
バ
ル
ト
主

義
を
導
入
す
る
契
機
と
し
て
平
松
秋
夫
は
「
ド
イ
ツ
人
テ
ッ
ヒ
ョ
ウ
と
ハ
ウ
ス
ク

ネ
ヒ
ト
を
顧
問
と
し
て
、
教
育
を
も
っ
て
国
家
の
事
業
と
す
る
ド
イ
ツ
の
国
民
教

育
学
に
範
を
と
り
、
学
校
を
国
家
に
帰
一
さ
せ
、
教
育
の
目
的
を
日
本
国
民
た
る

資
格
の
養
成
に
置
く
、
国
体
教
育
主
義
の
体
制
を
確
立
せ
ん
と
す
る（
12
）」
森
有

礼
文
相
の
意
図
が
ヘ
ル
バ
ル
ト
主
義
を
導
入
し
た
動
機
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
確
か
に
教
科
書
編
纂
者
で
あ
っ
た
高
野
辰
之
は
、
第
一
期
『
尋
常
小
学

読
本
』
の
編
纂
当
時
を
振
り
返
り
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
主
義
に
代
表
的
な
「
五
段
教
授

法
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（
13
）。

古
い
教
員
諸
君
の
中
に
は
記
憶
し
て
ゐ
ら
れ
る
方
も
あ
ら
う
。
明
治
の

三
十
二
三
年
頃
は
今
以
上
に
五
段
教
授
法
が
喜
ば
れ
て
教
材
の
量
は
多
く
な

い
方
が
よ
い
と
い
ふ
説
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
。
急
場
の
編
纂
で
は
あ
り
、
印

刷
局
で
印
刷
す
る
の
だ
が
、
お
か
ど
ち
が
ひ
の
仕
事
だ
か
ら
、
多
量
で
は
困

る
と
い
つ
た
事
情
も
あ
つ
て
、
従
来
の
民
間
の
編
纂
書
よ
り
も
三
分
の
一
位

少
量
で
あ
つ
た
。
こ
れ
が
後
日
に
教
材
増
加
論
の
起
る
所
以
で
あ
つ
た
。

管
見
に
し
て
高
野
辰
之
に
よ
る
五
段
教
授
法
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
こ
の
第
一

期
『
尋
常
小
学
読
本
』
の
編
集
に
お
け
る
教
科
書
の
分
量
に
対
す
る
説
明
の
箇
所

の
み
で
あ
る
。
高
野
の
記
述
か
ら
、
当
時
の
教
育
界
に
お
い
て
ヘ
ル
バ
ル
ト
主
義

の
教
授
理
論
が
全
盛
期
を
迎
え
て
い
た
こ
と
は
、
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
し
か
し
、

第
二
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
の
特
色
で
あ
る
教
材
と
し
て
の
昔
話
や
伝
説
の
採
用

に
お
け
る
ヘ
ル
バ
ル
ト
主
義
の
影
響
は
明
か
で
は
な
い
。
第
二
期
『
尋
常
小
学
読

本
』
は
第
一
期
の
も
の
の
欠
点
を
補
い
修
正
さ
れ
た
こ
と
が
第
二
期
『
尋
常
小
学

読
本
』
の
編
纂
趣
意
書
に
「
特
殊
国
民
的
材
料
の
加
入
、
文
学
的
趣
味
の
添
加
等

は
編
纂
者
が
従
来
の
読
本
の
欠
点
を
補
は
ん
と
欲
し
た
る
努
力
を
示
す
も
の
た

り
。」
と
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

旧
読
本
は
児
童
学
習
の
便
を
図
り
て
、
言
語
の
形
式
を
論
理
的
に
文
法
的
に

解
剖
し
、
単
純
な
る
形
式
に
練
熟
せ
し
め
て
、
次
第
に
複
雑
な
る
文
の
構
造
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二
〇

に
入
ら
ん
と
せ
り
。（
中
略
）
文
学
的
趣
味
の
低
減
を
犠
牲
と
し
て
専
ら
言

語
の
練
習
に
力
を
用
ひ
た
る
は
、
旧
読
本
編
纂
趣
旨
書
に
明
言
せ
る
と
こ
ろ

な
り
。

第
二
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
の
編
纂
者
で
あ
っ
た
乙
竹
岩
造
お
よ
び
高
野
辰
之

は
、
読
本
の
改
訂
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

旧
読
本
で
は
成
る
べ
く
簡
単
な
る
句
か
ら
次
第
に
言
文
を
拵
へ
上
げ
る
と
云

ふ
や
う
な
方
針
で
従
つ
て
（
中
略
）
即
ち
ど
ち
ら
か
と
申
せ
ば
論
理
的
文
法

的
の
方
面
に
非
常
に
重
き（
マ
マ
）置
い
て
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
新
読
本
は

必
ず
し
も
論
理
的
文
法
的
の
方
面
に
ば
か
り
拘
泥
し
な
い
で
成
る
べ
く
、
趣

味
の
あ
る
様
に
又
子
供
の
実
際
の
言
葉
と
云
ふ
も
の
に
出
来
る
限
り
接
近
せ

し
め
る
や
う
に
し
て
あ
る
所
か
ら
し
て
、
自
ら
多
少
は
較
々
複
雑
な
較
々
長

い
句
法
も
表
は
れ
て
居
る
訳
で
あ
る
。
是
は
論
理
的
文
法
的
の
考
の
外
、
更

に
心
理
的
言
語
的
の
方
面
を
も
考
へ
た
か
ら
の
こ
と
で
あ
つ
て
、
子
供
の
実

際
の
言
葉
と
云
ふ
も
の
を
大
に
顧
慮
し
た
か
ら
で
あ
る（
14
）。

旧
読
本
は
当
時
の
教
育
社
会
の
与
論
に
従
つ
て
、
実
用
と
い
ふ
方
面
、
教
授

者
及
び
受（
マ
マ
）

業
者
が
成
る
べ
く
困
難
を
感
じ
な
い
様
に
と
い
ふ
用
意
の
下
に
、

怨
を
呑
ん
で
文
芸
に
遠
ざ
か
つ
た
の
で
あ
る
。現
読
本
は
多
少
此
の
反
動
で
、

文
学
趣
味
に
傾
き
過
ぎ
て
居
る
か
も
し
れ
ぬ
。
併
し
義
務
教
育
年
限
中
に
理

科
や
地
理
や
実
業
迄
教
へ
る
こ
と
に
な
つ
た
今
日
に
於
て
は
読
本
は
現
行
の

書
位
文
学
材
料
が
多
く
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
現
今
の
小
学
教
育
の

学
力
如
何
と
い
ふ
こ
と
は
暫
く
別
問
題
と
し
て
、
ひ
と
り
韻
文
の
み
に
限
ら

ず
、
趣
味
教
育
の
教
材
如
何
と
い
ふ
こ
と
に
就
い
て
、
更
に
攻
究
す
べ
き
で

あ
る
と
思
う（
15
）。

第
一
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
は
、
言
語
学
習
を
主
と
し
た
教
材
が
選
択
さ
れ
た

反
面
、
文
学
的
教
材
が
少
な
く
、
そ
の
修
正
に
あ
た
っ
て
は
、
文
学
的
教
材
の
増

加
が
目
指
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
の
内
容

に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
課
の
題
目
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
巻
三
を
一
覧
す
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
タ
ン
ポ
ポ　

第
二
サ
ク
ラ　

第
三
ナ
ノ
ハ
ナ　

第
四
ツ
バ
メ　

第
五
ツ

バ
メ
ト
ス
ズ
メ　

第
六
ア
メ　

第
七
コ
ガ
ハ　

第
八
タ
ケ
ノ
コ　

第
九
カ
シ

ノ
キ
ト
タ
ケ　

第
十
〇
う
め
の
み　

第
一
一
ホ
タ
ル　

第
一
二
せ
ん
た
く　

第
一
三
シ
ホ
ー　

第
一
四
日
と
に
じ　

第
一
五
せ
み　

第
一
六
あ
さ
が
ほ　

第
一
七
ウ
ミ　

第
一
八
か
ら
す
と
は
ま
ぐ
り　

第
一
九
ブ
ド
ー　

第
二
〇
と

け
い

全
巻
を
総
じ
て
知
識
や
実
用
的
・
科
学
的
な
内
容
が
占
め
て
い
る
。
こ
の
反
動

と
し
て
第
二
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
で
は
、文
学
的
教
材
の
充
実
が
目
指
さ
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
伝
説
や
昔
話
が
ど
う
し
て
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
国
定
教
科
書
制
度
の
前
史
で
あ
る
検
定
教
科
書
制
度
時
に

文
部
省
が
作
成
し
た
読
本
を
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
国
定
教
科
書
に
お
け
る

「
国
民
的
童
話
・
伝
説
」
の
採
用
は
第
二
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
に
お
い
て
は
じ



国
定
教
科
書
に
お
け
る
「
国
民
的
伝
説
」
と
し
て
の
風
土
記

二
一

め
て
な
さ
れ
た
が
、
し
か
し
、
昔
話
を
教
材
と
し
て
採
用
し
た
嚆
矢
は
、

一
八
八
七
年
発
行
の
文
部
省
編
『
尋
常
小
学
読
本
』
で
あ
っ
た
。
一
八
八
六
年
五

月
に
教
科
用
図
書
検
定
条
例
が
公
布
さ
れ
た
際
、
文
部
省
は
、
模
範
と
な
る
教
科

書
を
示
す
た
め
に
『
読
書
入
門
』（
一
八
八
六
年
発
行
）
お
よ
び
『
尋
常
小
学
読
本
』

（
一
八
八
七
年
発
行
、
以
下
、
検
定
期
『
読
本
』）
を
刊
行
し
た
。
検
定
期
『
読
本
』

編
纂
に
お
け
る
教
材
選
択
の
方
針
に
つ
い
て
は
巻
頭
の
緒
言
に

一
此
書
に
選
択
せ
る
材
料
は
、
児
童
の
心
情
に
恰
当
し
て
、
解
し
易
く
学
び

易
く
、
且
快
味
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
知
ら
ず
識
ら
ず
、
其
品
性
を
涵
養

陶
造
す
る
に
適
す
可
き
も
の
を
取
れ
り
。

の
よ
う
に
、
児
童
が
理
解
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
楽
し
く
読
む
こ
と

が
で
き
る
教
材
に
よ
っ
て
、
児
童
の
品
性
の
涵
養
を
目
的
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
教
科
書
各
巻
の
教
材
の
配
当
に
つ
い
て
は
、

一
此
書
第
一
巻
は
、
児
童
の
遊
戯
、
或
は
昔
話
等
の
如
き
、
意
義
の
解
し
易

く
、
趣
味
の
覚
り
易
き
も
の
を
選
び
、
成
る
べ
き
た
け
、
一
地
方
の
方
言
と
、

鄙
野
に
渉
れ
る
も
の
と
を
除
き
、
談
話
体
の
言
辞
を
以
て
之
を
記
し
た
り
。

と
あ
り
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
易
か
ら
難
へ
の
段
階
的
な
教
材
の
配
列

お
よ
び
遊
戯
や
昔
話
と
い
っ
た
子
ど
も
の
心
情
に
適
し
た
律
動
的
な
快
味
を
有
す

る
文
章
の
採
用
な
ど
が
特
色
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
昔
話
の
採
用

と
い
う
試
み
に
対
す
る
反
発
が
あ
っ
た
こ
と
は
文
部
省
編
輯
局
長
の
伊
沢
修
二
に

よ
る
次
の
答
弁
の
記
録
か
ら
窺
わ
れ
る
。
長
文
に
な
る
が
、
検
定
期
『
読
本
』
編

纂
に
お
い
て
昔
話
を
採
用
し
た
目
的
を
捉
え
る
う
え
で
重
要
と
思
わ
れ
る
の
で
引

用
す
る（
16
）。

尋
常
小
学
読
本
中
に
昔
話
寓
話
寓
言
の
如
き
も
の
載
せ
た
る
は
如
何
。
其
昔

話
の
如
き
は
陳
腐
な
る
の
み
な
ら
ず
事
実
に
非
ざ
る
話
に
し
て
明
治
時
代
の

人
民
を
教
育
す
る
に
は
適
せ
ざ
る
も
の
に
非
ざ
る
か
と
問
ひ
し
も
の
あ
り
。

此
質
疑
は
余
輩
の
見
る
所
と
大
に
意
見
を
異
に
す
る
も
の
な
り
。（
中
略
）

余
輩
が
之
を
小
学
読
本
に
編
入
し
た
る
は
唯
其
名
作
た
る
の
み
の
故
を
以
て

之
を
用
ひ
た
る
に
は
あ
ら
ず
。
教
育
学
者
の
眼
よ
り
見
る
と
き
は
何
物
に
て

も
児
童
が
最
も
喜
び
て
之
を
感
じ
不
知
不
識
の
間
智
徳
の
養
成
に
益
あ
る
も

の
こ
そ
最
も
大
切
の
材
料
と
し
て
用
ふ
可
け
れ
。
如
何
程
の
名
作
名
文
と
雖

も
児
童
の
心
力
に
恰
当
せ
ず
喜
び
て
之
を
受
け
ざ
れ
ば
何
の
益
に
も
立
た
ざ

る
も
の
な
り
。（
中
略
）
然
る
に
或
る
人
は
更
に
説
を
作
し
て
昔
話
寓
言
な

ど
に
て
禽
獣
等
が
人
と
同
一
な
る
挙
動
を
為
す
が
如
き
事
実
に
あ
ら
ざ
る
こ

と
を
児
童
に
教
ふ
る
は
却
て
害
あ
る
に
非
ざ
る
か
と
問
へ
り
。
此
説
も
一
応

理
あ
る
が
如
し
と
雖
ど
も
児
童
の
心
力
に
は
自
ら
発
達
の
次
序
あ
る
こ
と
を

知
ら
ば
此
疑
ひ
は
忽
ち
氷
解
せ
ん
。
凡
そ
児
童
の
年
齢
尋
常
小
学
の
下
級
に

当
れ
る
頃
に
在
り
て
は
概
し
識
別
力
未
だ
十
分
発
達
せ
ず
。
想
像
力
の
方
旺

盛
な
る
も
の
な
れ
ば
禽
獣
等
が
人
類
の
挙
動
を
為
す
が
如
き
事
は
最
も
其
思

想
に
入
り
易
く
従
て
種
々
の
感
動
を
興
起
し
此
感
動
は
漸
く
累
積
し
て
遂
に

品
性
の
陶
冶
の
基
と
な
る
も
の
な
り
。



衛　

藤　

恵
理
香

二
二

こ
の
検
定
期
『
読
本
』
が
そ
の
後
の
読
本
へ
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
、
第
四

期
国
定
教
科
書
『
小
学
国
語
読
本
』
の
編
纂
者
で
あ
る
井
上
赳
は
次
の
よ
う
に

〔
検
定
期
『
読
本
』
が
（
筆
者
注
）〕
児
童
の
遊
戯
、
昔
話
（
童
話
）
を
教
材

化
し
た
こ
と
、（
中
略
）
全
体
と
し
て
児
童
の
心
情
に
適
し
か
つ
興
味
あ
ら

し
め
る
こ
と
に
留
意
し
た
こ
と
な
ど
、こ
の
本〔
検
定
期『
読
本
』（
筆
者
注
）〕

の
編
纂
が
め
ざ
す
と
こ
ろ
を
一
々
あ
げ
れ
ば
、
あ
ら
か
た
後
世
の
国
語
読
本

の
特
質
は
み
な
こ
の
本
に
出
発
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ

う
。

検
定
期
『
読
本
』
が
そ
の
後
の
読
本
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る（
17
）。
教
材
の
内
容
に
つ
い
て
、
検
定
期
『
読
本
』
全
七
巻
に
お
い
て
掲
載
さ

れ
た
昔
話
は
、「
猿
と
か
に
と
の
話
」（
巻
二
・
第
四
〜
六
課
）、「
こ
ぶ
取
」（
巻
四
・

第
七
課
）
が
挙
げ
ら
れ
、
巻
一
は
総
じ
て
課
の
題
目
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、

第
二
十
六
〜
二
十
八
課
に
桃
太
郎
の
話
が
載
る
。
ま
た
「
欲
ふ
か
き
犬
の
話
」（
巻

二
・
第
十
九
課
）
で
は
、
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
欲
ば
り
な
犬
の
話
を
載
せ
る
。
こ
れ

ら
の
全
四
例
は
第
二
期
国
定
教
科
書
『
尋
常
小
学
読
本
』
に
全
て
採
用
さ
れ
て
い

る
。
第
二
期
国
定
教
科
書
『
尋
常
小
学
読
本
』
に
お
け
る
昔
話
教
材
を
挙
げ
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。「
サ
ル
ト
カ
ニ
」（
巻
一
）、「
モ
モ
タ
ラ
ウ
」（
巻
一
）、「
コ

ブ
ト
リ
」（
巻
一
）、「
ハ
ナ
サ
カ
ヂ
ヂ
イ
」（
巻
二
・
第
十
九
〜
二
十
一
課
）、「
ウ

ラ
シ
マ
ノ
ハ
ナ
シ
」（
巻
三
・
第
二
十
四
、
二
十
五
課
）
の
よ
う
に
、
昔
話
教
材

は
計
五
例
が
み
ら
れ
、ま
た
イ
ソ
ッ
プ
物
語
を
出
典
と
し
た
「
イ
ヌ
ノ
ヨ
ク
バ
リ
」

（
巻
二
・
第
七
課
）
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
傍
線
を
引
い
た
四
例
が
検
定
期
『
読
本
』

と
重
複
し
た
教
材
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
第
二
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
の
「
国
民
的
童
話
・
伝
説
」
の
採
用
に

お
け
る
ヘ
ル
バ
ル
ト
主
義
の
影
響
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
検
定
期
『
読
本
』

と
第
二
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
と
の
昔
話
教
材
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
第
一
期

『
尋
常
小
学
読
本
』
を
補
正
す
る
も
の
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
第
二
期
『
尋
常
小
学

読
本
』
で
の
「
国
民
的
童
話
・
伝
説
」
教
材
の
採
用
に
お
い
て
は
、
国
定
教
科
書

制
度
に
な
る
以
前
の
検
定
期
『
読
本
』
が
範
に
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
第
二
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
で
の
「
国
民
的
童
話
・
伝
説
」
の
採
用
が
検

定
期
『
読
本
』
へ
の
単
な
る
回
帰
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
次
の
第
二
期
『
尋
常

小
学
読
本
』
編
纂
趣
意
書
（
第
四
章　

材
料
二
）
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

人
文
的
材
料
と
実
科
的
材
料
と
を
併
採
し
、
修
身
・
歴
史
・
地
理
・
理
科
・

実
業
・
法
制
経
済
・
文
学
等
各
般
の
知
識
を
与
ふ
る
は
各
国
の
読
本
皆
然
り
。

日
本
の
国
語
読
本
と
し
て
は
亦
日
本
特
殊
の
材
料
無
か
る
べ
か
ら
ず
。
本
書

は
国
民
独
有
の
材
料
を
選
択
す
る
に
於
て
特
に
意
を
致
せ
る
処
多
し
。
例
へ

ば
第
一
巻
の
「
キ
ク
ノ
ゴ
モ
ン
・
キ
リ
ノ
ゴ
モ
ン
」
の
如
き
、
第
四
巻
の
ワ

ラ
・
の
し
・
鰹
節
・
雛
祭
、
第
五
巻
の
梅
干
、
第
七
巻
の
家
の
紋
、
日
本
の

紙
の
如
き
、
外
国
の
読
本
に
は
見
る
べ
か
ら
ざ
る
所
に
し
て
、
其
の
由
来
・

習
慣
等
を
思
は
し
め
ば
、
国
民
的
趣
味
の
涵
養
に
資
す
る
所
多
か
る
べ
き
を

信
ず
。

「
外
国
の
読
本
に
は
見
る
べ
か
ら
ざ
る
所
」
と
あ
る
よ
う
に
、
海
外
の
教
科
書

に
比
し
て
、
日
本
ら
し
さ
を
特
色
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
第
二
期
『
尋
常
小
学
読



国
定
教
科
書
に
お
け
る
「
国
民
的
伝
説
」
と
し
て
の
風
土
記

二
三

本
』
の
編
纂
に
つ
い
て
高
野
辰
之
が
「
次
の
四
十
三
年
度
か
ら
の
も
の
は
復
古
主

義
の
下
に
、
程
度
を
高
め
る
為
に
、
分
量
を
増
大
す
る
為
に
碩
学
鴻
儒
ま
で
筆
を

執
つ
た
も
の
で（
18
）」
と
記
し
た
よ
う
に
、「
復
古
主
義
」
の
影
響
を
認
め
て
い
る
。

自
国
の
題
材
が
尊
重
さ
れ
た
第
二
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
に
お
い
て
、
初
め
て
風

土
記
が
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
た
と
き
、
そ
こ
で
期
待
さ
れ
た
風
土
記
の
役
割
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
の
指
導
の
方
法
に
つ
い
て
教
師
用
書
を

通
し
て
検
討
し
た
い
。

三
．『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
指
導
の
方
法

教
師
用
書
と
は
、「
教
科
書
の
内
容
に
即
し
て
指
導
の
方
法
を
具
体
的
に
示
し

た
教
師
の
手
引
き
書（
19
）」
で
あ
り
、「
と
く
に
、
明
治
末
年
か
ら
昭
和
二
十
年

に
い
た
る
時
期
に
お
い
て
、
国
定
教
科
書
教
師
用
書
は
、
教
師
が
実
践
に
お
い
て

準
拠
す
べ
き
規
範
的
な
方
法
書（
20
）」
と
さ
れ
る
。
国
定
教
科
書
教
師
用
書
は
第

五
期
、
一
九
四
一
年
以
降
使
用
の
国
定
教
科
書
に
な
っ
て
初
め
て
発
行
さ
れ
、
そ

れ
以
前
は
編
纂
趣
意
書
が
教
師
用
書
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。「
モ
チ
ノ
マ
ト
」

を
載
せ
る
第
二
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
に
対
す
る
教
師
用
書
と
し
て
は
、
編
纂
お

よ
び
発
行
元
が
文
部
省
で
は
な
く
、
国
定
教
科
書
共
同
販
売
所
と
な
っ
て
お
り
、

厳
密
に
は
国
定
教
師
用
書
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、『
新
定
尋
常
小
学
読
本
教
授

書
』（
以
下
、
教
授
書
）
全
十
二
巻
が
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
一
一
年
に
発
行
さ

れ
て
い
る
。
教
授
書
は
、
内
容
上
の
分
類
と
し
て
、「
教
訓
的
材
料
に
属
す
べ
き

も
の
」（
総
説
・
一
内
容
上
）
と
し
て
「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
を
挙
げ
、
そ
し
て
そ
の

要
旨
と
注
意
と
を
次
の
よ
う
に
示
す
。

要
旨　

米
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
事
を
伝
説
に
依
つ
て
授
け

る
こ
と
、
叙
事
文
を
練
習
す
る
こ
と
が
主
眼
で
あ
る
。

注
意　

本
課
の
材
料
は
只
斯
う
い
ふ
言
ひ
伝
へ
が
あ
る
と
教
へ
る
ば
か
り
で

な
く
、
農
は
国
の
大
本
で
あ
る
こ
と
、
米
は
大
切
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ

こ
と
を
知
ら
せ
て
欲
し
い
。
挿
絵
を
観
察
さ
せ
る
際
に
は
能
く
其
服
装
に
注

意
さ
せ
て
、
昔
と
い
ふ
こ
と
の
観
念
を
明
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
、
教
授
書
の
末
尾
に
は
再
度
、
次
の
よ
う
に
「
注
意
」
が
記
さ
れ
る
。

第
四
段
中
「
モ
チ
ハ
タ
イ
セ
ツ
ナ
オ
米
デ
コ
シ
ラ
ヘ
タ
モ
ノ
デ
ス
カ
ラ
、
イ

テ
ハ
イ
ケ
マ
セ
ン
。」
は
盖
し
本
課
の
主
眼
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
、
此

処
に
は
力
を
入
れ
て
教
授
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

要
旨
に
「
米
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
や
注
意
と
し
て
「
農
は
国
の
大

本
で
あ
る
こ
と
、米
は
大
切
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
せ
て
欲
し
い
」

と
あ
り
、
勤
勉
力
行
を
強
調
す
る
道
徳
的
内
容
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
教

授
書
の
最
後
に
は
、「
読
方
練
習
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
練
習
問
題
を
載
せ
る
。

ワ
タ
ク
シ
ハ
、
モ
ト
、
タ
ヤ
ハ
タ
ケ
ヲ
、
タ
ク
サ
ン
モ
ツ
タ
イ
ヘ
ニ
ウ
マ
レ

マ
シ
タ
。
コ
ド
モ
ノ
ト
キ
カ
ラ
ユ
ミ
ヲ
イ
ル
コ
ト
ガ
ス
キ
デ
、
マ
イ
ニ
チ
ト

リ
ヤ
ケ
モ
ノ
ヲ
イ
コ
ロ
シ
テ
、
オ
モ
シ
ロ
ガ
ツ
テ
ヰ
マ
シ
タ
。
ア
ル
日
ト
モ

ダ
チ
ニ
ユ
ミ
ノ
ジ
マ
ン
ヲ
シ
テ
、
ト
モ
ダ
チ
ノ
ト
メ
ル
ノ
モ
キ
カ
ナ
イ
デ
、
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二
四

カ
ガ
ミ
モ
チ
ヲ
イ
マ
シ
タ
。
ヤ
ハ
ウ
マ
ク
ア
タ
リ
マ
シ
タ
ガ
、
ソ
ノ
モ
チ
ハ

白
イ
ト
リ
ニ
ナ
ツ
テ
、
パ
ツ
ト
ト
ン
デ
イ
キ
マ
シ
タ
。
ソ
レ
カ
ラ
ワ
タ
ク
シ

ノ
タ
ニ
ハ
オ
米
ガ
ス
コ
シ
モ
デ
キ
ナ
ク
ナ
ツ
テ
、
ト
ウ
ト
ウ
ワ
タ
ク
シ
ハ
コ

ン
ナ
コ
ジ
キ
ニ
ナ
ツ
テ
シ
マ
ヒ
マ
シ
タ
。

こ
こ
で
『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
本
文
の
主
人
公
に
よ
る
一
人
称

語
り
を
載
せ
、
末
尾
の
「
ト
ウ
ト
ウ
ワ
タ
ク
シ
ハ
コ
ン
ナ
コ
ジ
キ
ニ
ナ
ツ
テ
シ
マ

ヒ
マ
シ
タ
」
が
注
意
さ
れ
る
。
最
終
的
に
「
乞
食
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

後
日
談
は
、
も
ち
ろ
ん
『
山
城
国
風
土
記
』
伊
奈
利
社
条
や
『
豊
後
国
風
土
記
』

速
見
郡
田
野
条
お
よ
び『
塵
袋
』「
餅
福
」に
は
み
え
な
い
記
述
で
あ
る
と
と
も
に
、

『
家
庭
お
伽
話
』「
餅
の
的
」
に
も
み
え
な
い
。
こ
の
『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ

ノ
マ
ト
」
の
教
授
書
に
の
み
み
ら
れ
る
独
自
の
記
述
で
あ
る
。
当
時
の
社
会
情
勢

と
し
て
、
日
露
戦
争
を
契
機
と
し
て
日
本
に
お
け
る
資
本
主
義
経
済
は
急
速
な
成

長
を
遂
げ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
企
業
の
破
産
や
失
業
者
の
増
加
等
を
は
じ
め
と

し
て
国
民
生
活
は
苦
し
く
な
っ
た
。
日
本
社
会
の
繁
栄
と
困
窮
と
を
両
極
と
し
て

社
会
的
不
安
は
大
き
く
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景

か
ら
、『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
の
教
授
書
の
記
述
を
捉
え
る
と
、
裕

福
な
身
の
上
か
ら
一
転
し
て
、
乞
食
に
身
を
落
と
し
た
と
載
せ
る
こ
と
は
、
惨
苦

を
自
業
自
得
と
し
、
勤
勉
力
行
を
励
ま
す
内
容
に
重
き
を
置
い
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。
当
時
の
社
会
情
勢
を
反
映
し
た
教
材
は
、
同
じ
く
第
二
期
『
尋
常
小
学
読

本
』
の
巻
六
・
二
十
五
「
か
ぞ
へ
歌
」
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

一
つ
と
や
、
人
々
忠
義
を
第
一
に
、
あ
ふ
げ
や
高
き
君
の
恩
、
国
の
恩
。

二
つ
と
や
、
二
人
の
お
や
御
を
大
切
に
、
思
へ
や
、
ふ
か
き
父
の
愛
、
母
の

愛
。

三
つ
と
や
、
み
き
は
一
つ
の
枝
と
枝
、
仲
よ
く
暮
せ
よ
、
兄
弟
・
姉
妹
。

四
つ
と
や
、
善
き
事
た
が
ひ
に
す
ゝ
め
あ
ひ
、
悪
し
き
を
い
さ
め
よ
、
友
と

友
、
人
と
人
。

五
つ
と
や
、
い
つ
は
り
い
は
ぬ
が
子
供
ら
の
学
び
の
は
じ
め
ぞ
、
つ
ゝ
し
め

と
、
い
ま
し
め
よ
。

六
つ
と
や
、
昔
を
考
へ
、
今
を
知
り
、
学
び
の
光
を
身
に
そ
へ
よ
、
身
に
つ

け
よ
。

七
つ
と
や
、
な
ん
ぎ
を
す
る
人
見
る
と
き
は
、
力
の
か
ぎ
り
い
た
は
れ
よ
、

あ
は
れ
め
よ
。

八
つ
と
や
、
病
は
口
よ
り
入
る
と
い
ふ
。
飲
物
・
食
物
気
を
付
け
よ
、
心
せ

よ
。

九
つ
と
や
、
心
は
か
な
ら
ず
高
く
も
て
、
た
と
ひ
身
分
は
ひ
く
ゝ
と
も
、
軽

く
と
も
。

十
つ
と
や
、
遠
き
祖
先
の
を
し
へ
を
も
守
り
て
つ
く
せ
、
家
の
た
め
、
国
の

た
め
。

教
材
に
お
け
る
理
想
的
な
国
民
像
を
強
調
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
編
纂
趣
意

書
に
は
、「
忠
君
愛
国
の
精
神
を
以
て
し
、
快
闊
・
勤
勉
・
忠
誠
能
く
其
の
職
務

に
尽
す
べ
き
国
民
の
堅
実
な
る
気
風
を
養
成
せ
ん
と
す
る
は
、
本
書
編
纂
の
主
眼

と
す
る
所
な
り
。」（
第
四
章
材
料
・
六
）
と
あ
り
、
国
家
が
求
め
る
国
民
像
が
教

材
に
反
映
さ
れ
た
結
果
と
言
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
国
家
主
義
と
の
関
連
か
ら
改



国
定
教
科
書
に
お
け
る
「
国
民
的
伝
説
」
と
し
て
の
風
土
記

二
五

め
て
『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
を
見
る
と
、
本
文
の
「
ユ
ミ　

ヲ　

イ
ル　

コ
ト　

ガ　

ス
キ　

デ
、
ト
リ　

ヤ　

ケ
モ
ノ　

ヲ　

イ
コ
ロ
シ
テ
、
オ

モ
シ
ロ
ガ
ツ
テ　

ヰ
マ
シ
タ
。
ア
ル
日　

ト
モ
ダ
チ　

ニ　

ユ
ミ　

ノ　

ジ
マ
ン　

ヲ　

シ
テ
」
と
い
う
弓
を
射
る
こ
と
の
享
楽
性
へ
の
言
及
お
よ
び
「
モ
チ　

ハ　

タ
イ
セ
ツ
ナ　

オ
米　

デ　

コ
シ
ラ
ヘ
タ　

モ
ノ　

デ
ス　

カ
ラ
、
イ
テ　

ハ　

イ
ケ
マ
セ
ン
」
と
い
っ
た
米
の
大
切
さ
を
説
く
記
述
は
、「
国
民
の
堅
実
な
る
気

風
を
養
成
」
す
る
目
的
に
お
い
て
、
享
楽
性
を
戒
め
る
と
と
も
に
、
農
業
お
よ
び

食
物
の
大
切
さ
を
説
く
「
教
訓
的
材
料
」（
教
授
書
総
説
・
一
内
容
上
）
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
は
、
そ
の
教
科
書
編
纂
者
の
影
響
が
大
き

く
顕
れ
た
結
果
、『
山
城
国
風
土
記
』
伊
奈
利
社
条
や
『
豊
後
国
風
土
記
』
速
見

郡
田
野
条
、『
塵
袋
』「
餅
福
」
を
典
拠
と
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
作
品
の

再
話
と
言
え
る
『
家
庭
お
伽
話
』「
餅
の
的
」
を
改
変
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
一
方
で
、『
尋
常
小
学
読
本
』「
モ
チ
ノ
マ
ト
」
に
の
み
み
ら
れ
る
記
述
が
、
冒

頭
「
ム
カ
シ　

ア
ル　

ト
コ
ロ　

ニ
」
の
「
ア
ル　

ト
コ
ロ
」
と
い
う
記
述
で
あ

り
、
地
名
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
で
、
風
土
記
の
中
心
的
機
能
と
も
言
う
べ
き
地
誌

資
料
と
し
て
の
性
格
が
失
わ
れ
、そ
れ
と
引
き
換
え
に
風
土
記
の
「
国
民
的
伝
説
」

化
が
遂
げ
ら
れ
た
。
国
定
教
科
書
に
お
け
る
「
国
民
的
童
話
・
伝
説
」
の
採
用
は

第
二
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
に
お
い
て
は
じ
め
て
な
さ
れ
た
が
、
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
昔
話
を
教
材
と
し
て
採
用
し
た
嚆
矢
は
、
国
定
教
科
書
制
度
に
な
る
以
前

の
検
定
教
科
書
制
度
時
の
一
八
八
七
年
発
行
の
文
部
省
編
『
尋
常
小
学
読
本
』
で

あ
っ
た
。
検
定
制
度
時
の
『
尋
常
小
学
読
本
』
に
お
け
る
昔
話
教
材
が
国
定
第
二

期
『
尋
常
小
学
読
本
』
に
お
い
て
全
て
採
用
さ
れ
て
い
た
。
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ

て
い
る
第
二
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
の
「
国
民
的
童
話
・
伝
説
」
教
材
の
採
用
に

お
け
る
ヘ
ル
バ
ル
ト
主
義
の
影
響
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
第
一
期
『
尋
常
小

学
読
本
』
を
補
正
す
る
も
の
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
第
二
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
で

の
「
国
民
的
童
話
・
伝
説
」
教
材
の
採
用
に
お
い
て
は
、
国
定
教
科
書
制
度
に
な

る
以
前
の
検
定
制
度
時
の
『
尋
常
小
学
読
本
』
を
範
と
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
検
定
制
度
時
の
『
尋
常
小
学
読
本
』
へ
の
単
な
る
回
帰
で
は

な
く
、
第
二
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
は
、
新
た
に
自
国
の
題
材
を
尊
重
し
、
文
芸

性
の
充
実
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
目
的
の
も
と
、
初
め
て
風

土
記
が
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
、
そ
こ
で
期
待
さ
れ
た
の
は
、「
国
民
の
堅
実
な

る
気
風
を
養
成
」（
編
纂
趣
意
書
・
第
四
章
材
料
・
六
）
す
る
た
め
の
「
教
訓
的

材
料
」（
教
授
書
総
説
・
一
内
容
上
）
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。

注

（
1
） 

石
田
龍
次
郎
『
日
本
に
お
け
る
近
代
地
理
学
の
成
立
』
大
明
堂
、
一
九
八
四
年
、

十
三
頁

（
2
） 
明
治
期
の
官
撰
地
誌
に
お
け
る
文
芸
性
の
除
外
に
つ
い
て
「
山
川
・
原
野
な
ど
の

自
然
物
の
物
理
的
記
述
に
つ
い
て
は
、
こ
の
客
観
主
義
は
正
し
い
が
、
こ
れ
が
誤

る
と
本
来
、
自
然
物
で
な
い
人
口
、
都
市
、
産
業
、
交
通
等
々
に
つ
い
て
も
、
人

間
的
文
化
的
側
面
を
一
切
、
消
去
し
て
し
ま
う
間
違
っ
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
が
後
に
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二
六

発
生
し
た
。」
と
指
摘
す
る
（
石
田
龍
次
郎
『
日
本
に
お
け
る
近
代
地
理
学
の
成
立
』

大
明
堂
、
一
九
八
四
年
）。

（
3
） 
広
島
大
学
図
書
館
教
科
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
第
二
種
尋
常
小

学
読
本 

第
一
学
年
用 

下
」
一
九
一
三
年
十
二
月
翻
刻
発
行
（h

ttp
://d

c.lib
.

hiroshim
a-u.ac.jp/text/m

etadata/3111

）

（
4
） 

風
土
記
お
よ
び
風
土
記
逸
文
の
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）

に
拠
る
。

（
5
） 

高
野
辰
之
「
巽
軒
先
生
は
名
部
長
」『
青
桐
集
』
巽
軒
会
編
、
大
倉
広
文
堂
、

一
九
三
三
年

（
6
） 

同
注
（
5
）

（
7
） 

一
九
一
一
年
十
二
月
二
十
六
日
よ
り
五
日
間
、
京
都
府
立
第
一
高
等
女
学
校
に
て

開
催
さ
れ
た
京
都
府
教
育
会
第
二
回
冬
季
講
習
会
に
お
け
る
講
演
筆
記
録
『
最
近

思
潮
教
育
冬
季
講
習
録
』
所
収
。
引
用
は
『
定
本
上
田
敏
全
集
』
第
九
巻
「
民
俗

伝
説
」（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
九
年
十
二
月
）
に
拠
る
。

（
8
） 

高
野
辰
之
「
国
語
読
本
の
説
明
」『
信
濃
教
育
』
第
三
百
九
十
二
号
、
一
九
一
九
年

六
月

（
9
） 

同
注
（
8
）

（
10
） 

菅
忠
道
『
日
本
の
児
童
文
学
』
増
補
改
訂
版
、
大
月
書
店
、
一
九
六
六
年
、
引
用
は
、

『
菅
忠
道
著
作
集　

第
一
巻　

日
本
の
児
童
文
学
』（
あ
ゆ
み
出
版
、
一
九
八
三
年
）

に
拠
る
。

（
11
） 

海
後
宗
臣
・
仲
新
・
寺
崎
昌
男
『
教
科
書
で
み
る
近
代
日
本
の
教
育
』
東
京
書
籍
、

一
九
九
九
年

（
12
） 

平
松
秋
夫
『
明
治
時
代
に
お
け
る
小
学
校
教
授
法
の
研
究
』
理
想
社
、
一
九
七
五

年

（
13
） 

高
野
辰
之
「
国
定
小
学
読
本
の
追
憶
」『
小
学
校
教
材
研
究
』
第
二
巻
第
八
号
、

一
九
三
四
年

（
14
） 

乙
竹
岩
造
「
新
小
学
読
本
に
就
て
」『
小
学
校 

臨
時
増
刊 

新
国
定
教
科
書
号
』
第

八
巻
第
十
一
号
、
一
九
一
〇
年
二
月

（
15
） 

高
野
辰
之
「
現
国
定
読
本
の
韻
文
」『
小
学
校 

臨
時
増
刊 

国
定
小
学
読
本
号
』
第

十
三
巻
第
四
号
、
一
九
一
二
年
五
月

（
16
） 

伊
沢
修
二
「
読
書
入
門
尋
常
小
学
読
本
中
ノ
質
疑
ニ
答
ヘ
ラ
レ
タ
ル
要
略
」『
信
濃

教
育
会
雑
誌
』
第
二
十
二
・
二
十
三
号
、
一
八
八
八
年
七
月
・
八
月
、
引
用
は
『
伊

沢
修
二
選
集
』（
信
濃
教
育
会
、一
九
五
八
年
七
月
）
に
拠
る
。『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』

に
伊
沢
の
発
言
が
掲
載
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
左
ノ
一
編
ハ
本
会
名
誉
会
員
タ
ル
伊
沢
文
部
省
編
輯
局
長
ガ
去
五
月
中
京
都
府
外

一
府
九
県
ヘ
出
張
ノ
節
学
事
関
係
ノ
諸
員
ヲ
招
集
シ
教
科
書
編
纂
出
版
等
ノ
事
ニ

付
文
部
省
ノ
目
的
等
ヲ
演
述
セ
ラ
レ
タ
ル
後
該
諸
員
ノ
質
疑
ニ
答
エ
ラ
レ
タ
ル
要

略
ヲ
小
川
鋠
太
郎
氏
ノ
筆
記
セ
シ
モ
ノ
ニ
係
ル
目
下
本
県
ハ
正
ニ
同
省
出
版
ノ
教

科
書
ヲ
用
ヰ
ア
レ
バ
此
種
ノ
解
明
ハ
実
ニ
教
育
社
会
ニ
ア
ル
モ
ノ
ヽ
聞
ク
ヲ
欲
ス

ル
所
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
本
欄
ニ
掲
載
ス
」

（
17
） 

井
上
赳
「
国
語
教
育
問
題
史
」『
国
語
教
育
講
座
』
第
五
巻
、
一
九
五
一
年
七
月
、

引
用
は
、井
上
赳
著
・
古
田
東
朔
編
『
国
定
教
科
書
編
集
二
十
五
年
』（
武
蔵
野
書
院
、

一
九
八
四
年
五
月
）
に
拠
る
。

（
18
） 

同
注
（
13
）

（
19
） 

仲
新
・
稲
垣
忠
彦
・
佐
藤
秀
夫
編
『
近
代
日
本
教
科
書
教
授
法
資
料
集
成
』
第

十
一
巻
「
教
師
用
書
国
語
篇
の
編
集
に
つ
い
て
」
東
京
書
籍
、
一
九
八
二
年

（
20
） 

同
注
（
19
）



国
定
教
科
書
に
お
け
る
「
国
民
的
伝
説
」
と
し
て
の
風
土
記

二
七

『 豊 後 国 風 土 記 』

速 見 郡 田 野 条

『 塵 袋 』 第 九

「 餅 福 」 条 『 家 庭 お 伽 話 』 「 餅 の 的 」 国 定 教 科 書

「 モ チ ノ マ ト 」

時
・
場
所
・
人
物

田 野 。 郡 の 西 南 の か た に

あ り 。 こ の 野 は 広 大

く 、 土 地 沃 腴 え た

り 。 開 墾 の 便 、 こ

の 土 に 比 ふ も の な

し 。 昔 者 、 郡 内 の

百 姓 、 こ の 野 に 居

み て 、

昔 シ 、 豊 後 ノ 国 球

珠 ノ 郡 ニ ヒ ロ キ 野

ノ ア ル 所 ニ 、 大 分

ノ 郡 ニ ス ム 人 、 ソ

ノ 野 ニ キ タ リ テ 、

家 ツ ク リ 、 田 ツ ク

リ テ ス ミ ケ リ 。 ア

リ ツ キ テ 家 ト ミ 、

タ ノ シ カ リ ケ リ 。
菟 名 手 の 死 後 わ 又 別 な 人 が 来 て

此 の 国 を 治 め ま し た が 、 子 や 孫

わ 長 く 此 の 地 に 住 み ま し た 。 所

が 始 む る わ 易 く 守 る は 難 し で 、

五 代 六 代 あ た り 迄 わ 菟 名 手 の 遺

志 を 嗣 い で 、 驕 ら ず た か ぶ ら ず

に や つ て 参 り ま し た が 、 そ の う

ち に 無 法 者 が 出 て 参 り ま し た 。

ム カ シ　 ア ル　

ト コ ロ　 ニ 、 タ

　 ヤ　 ハ タ ケ　

ヲ　 タ ク サ ン　

モ ツ テ　 ヰ タ　

人　 ガ　 ア リ マ

シ タ 。

人
物
の
性
格

多 く 水 田 を 開 き し

に 、 糧 に 余 り て 畝

に 宿 め 、 大 く 已 が

富 に 奢 り て 、

酒 ノ ミ ア ソ ヒ ケ ル

ニ 、 ト リ ア ヘ ス 弓

ヲ イ ケ ル ニ 、

ご く 殺 生 好 で 毎 日 野 山 で 狩 を 致

し 、 帰 れ ば 直 に 酒 宴 を 開 い て 、

今 日 は 兎 を 六 匹 射 た 、 昨 日 わ 鹿

を 四 頭 射 た な ど と 、 手 柄 話 を は

じ め ま す 。 そ し て 酒 が 廻 る と 無

闇 に 気 が 荒 く な つ て 、 自 慢 の 強

弓 に 弦 を 張 り 、 手 当 り 次 第 の 物

を 的 に 致 し て 射 出 し ま す 。 あ ぶ

な く て 近 寄 る こ と が 出 来 ま せ ん 。

そ れ で 意 見 で も し よ う も の な ら 、

あ ば れ て 器 物 わ 投 げ る 、 戸 障 子

わ 踏 み 折 る 、 手 の つ け 様 が あ り

ま せ ん 。 酔 が さ め て か ら 諫 め れ

ば 、 「 な ん だ と 、 お れ の 家 お れ の

物 を 、 お れ が こ わ す の に 、 い ら

ぬ お 世 話 だ 。 意 見 く さ い こ と わ

し て 貰 う ま い 。 」 と て ん で 耳 に は

入 れ ま せ ん 。 如 何 な 長 者 で も 金

持 で も 、 こ う い う 主 人 が 出 て 来

て わ 、 行 末 が 思 い や ら れ る で わ

あ り ま せ ん か 。 家 の 者 わ 固 よ り

親 類 縁 者 わ く り か え し 〱 諫 め ま

す 。 け れ ど も 少 し も 用 い ま せ ん 。

年 中 外 で わ 狩 を 致 し 家 で わ 酒 び

た り に な つ て 、 あ ば れ 廻 つ て く

ら し ま す 。

ユ ミ　 ヲ　 イ ル

　 コ ト　 ガ　 ス

キ　 デ 、 ト リ　

ヤ　 ケ モ ノ　 ヲ

　 イ コ ロ シ テ 、

オ モ シ ロ ガ ツ テ

　 ヰ マ シ タ 。

餅
を
的
と
し
て
使
う

餅 を 作 ち て 的 と 為

し き 。

マ ト ノ ナ カ リ ケ ル

ニ ヤ 、 餅 ヲ ク ヽ リ

テ 、 的 ニ シ テ イ ケ

ル ホ ト ニ 、

或 年 の お 正 月 の こ と 、 相 替 ら ず

酔 つ て 、 弓 を 射 出 し ま し た が 、

鍋 蓋 と い わ ず 、 盆 と い わ ず 、 的

に な り そ う な 円 い 物 わ み ん な 射

破 つ て 、 し ま い に わ 妻 の 鏡 迄 取

り 出 し て 射 ま し た 。 ま だ 何 か あ

る ま い か と 家 の 中 を 見 ま わ し て

神 棚 か ら お 供 え の 餅 を 下 ろ し ま

す 。

ア ル 日　 ト モ ダ

チ　 ニ　 ユ ミ　

ノ　 ジ マ ン　 ヲ

　 シ テ 、 「 カ ガ

ミ モ チ　 ヲ　 マ

ト　 ニ　 シ テ 、

イ テ　 ミ マ セ ウ

　 カ 。 」

ト　 イ ヒ マ シ

タ 。

﹇ 付 表 ﹈　 （ × … 記 述 が な い こ と を 表 す ）



衛　

藤　

恵
理
香

二
八

制
止 × ×

妻 わ 驚 い て 、 「 ま あ 、 何 を な さ い ま す 、

お 供 え だ け ど う ぞ 。 」

と 止 め ま す と 、 「 な ん だ 、 こ れ を 的 に

し て わ 悪 い の か 。 」 「 わ る う ご ざ い ま

す 。 お 供 え わ 大 切 な お 米 で こ し ら え

た 物 で ご ざ い ま す 。 そ れ に 御 先 祖 様

か ら の 仕 来 り で 、 こ れ に わ 福 の 神 様

が お 宿 り に な る と 伝 え て 居 る も の で

ご ざ い ま す 。 」 「 だ ま れ 、 う る さ い 。

福 の 神 わ 何 だ 。 銭 金 わ 持 ち あ き た 。

ち と 福 の 神 に 出 て 貰 お う わ さ 。 」 と 止

め る 妻 を 蹴 倒 し て お 供 え を 的 に か け 、
ト モ ダ チ　 ハ

　 「 モ チ　 ハ　 タ

イ セ ツ ナ　 オ 米

　 デ　 コ シ ラ ヘ

タ　 モ ノ　 デ ス

　 カ ラ 、 イ テ　 ハ

　 イ ケ マ セ ン 。 」

ト 、 ト メ マ シ タ　

ガ 、 キ カ ナ イ デ　

イ マ シ タ 。

矢
の
命
中

× ×

弓 を 満 月 の 如 く に ひ き し ぼ つ て 射 は

な し ま し た 。 矢 わ 誤 た ず 中 つ た よ と

見 れ ば 、

ヤ　 ハ　 ウ マ ク

　 ア タ リ マ シ タ 。

白
鳥
の
飛
翔

時 に 、 餅 、 白 鳥 と 化

り て 、 発 ち て 細 く 飛

び き 。

ソ ノ 餅 白 キ 鳥 ニ ナ リ

テ ト ヒ サ リ ニ ケ リ 。

お 供 え の 餅 わ 忽 ち 白 い 鳥 に 変 つ て 此

の 家 を あ と に 飛 び 起 つ て 行 き ま し た 。
ア タ ル　 ト 、 モ チ

　 ハ　 白 イ　 ト

リ　 ニ　 ナ ツ テ 、

パ ツ ト　 ト ン デ

　 イ キ マ シ タ 。

福
の
神 × ×

白 い 鳥 わ 此 の 家 の 福 の 神 様 で あ つ た

の で ご ざ い ま し よ う 。 ×

白
鳥
飛
去
の
影
響

当 年 の 間 に 、 百 姓 死

に 絶 え て 、 水 田 を 造

ら ず 、 遂 に 荒 れ 廃 て

た り 。 時 よ り 以 降 、

水 田 に 宜 し か ら ず 。

ソ レ ヨ リ 後 チ 、 次 第

ニ オ ト ロ ヘ テ 、 マ ト

ヒ ウ セ ニ ケ リ 。 ア ト

ハ ム ナ シ キ 野 ニ ナ リ

タ リ ケ ル ヲ 、

此 の 年 か ら 此 の 家 の 田 で わ 少 し も 稲

が 実 ら な い 様 に な つ て し ま い ま し た 。

こ れ か ら 急 に 衰 え か け た の で ご ざ い

ま す が 、 恐 ろ し い も の で わ あ り ま せ

ん か 、 幾 代 か 続 い た 大 福 長 者 の 家 も

四 五 年 の 間 に 滅 び て し ま つ た と 申 し

ま す 。

ソ レ　 カ ラ　 コ

ノ　 人　 ノ　 タ

　 ニ ハ 、 オ 米　 ガ

　 ス コ シ モ　 デ

キ ナ ク　 ナ ツ タ

　 ト　 イ ヒ マ ス 。

地
名
起
源 今 田 野 と 謂 ふ 、 そ の

縁 な り 。 × × ×

そ
の
後
の
土
地

×

天 平 年 中 ニ 速 見 ノ 郡

ニ ス ミ ケ ル 訓 迩 ト 云

ケ ル 人 、 サ シ モ ヨ ク 、

ニ キ ワ ヒ タ リ シ 所 ノ

ア セ ニ ケ ル ヲ 、 ア タ

ラ シ ト ヤ 思 ヒ ケ ン 、

又 コ ヽ ニ ワ タ リ テ 田

ヲ ツ ク リ タ リ ケ ル ホ

ト ニ 、 ソ ノ 苗 ミ ナ カ

レ ウ セ ケ レ ハ 、 オ ト

ロ キ 、 ヲ ソ レ テ 、 又

モ ツ ク ラ ス 、 ス テ ニ

ケ リ ト 云 ヘ ル 事 ア

リ 。

× ×

餅
の
由
来

×

餅 ハ 福 ノ 源 ナ レ ハ 福

神 サ リ ニ ケ ル 故 ニ オ

ト ロ ヘ ケ ル ニ コ ソ 。

× ×
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